
平成２９年度 

相談役・役員・委員２２名 各位  
 
 
 

 

  逆瀬台小学校区まちづくり協議会「ゆずり葉コミュニティ」 

      １２月度役員会開催のお知らせ（ご案内） 
 

ご多忙のところ、万障繰合わせの上ご出席の程、よろしくお願いします。 

日 時：平成２９年１２月３日（日） １０：００～１２：００ 

場 所：逆瀬台小学校内 「ゆずり葉コミュニティルーム」 

 

≪ 議  題 ≫ 

報  告 

(1) ゆずり葉まつりに対する「PTA ゆずりは会」の意見について    (PTA 会長) 

(2) 10/5(日)「10月度役員会」「校区福祉ネットワーク会議」会議録について  (書記) 

    資料 １～２／１５頁 

(3) 11/5(水)「まちづくり協議会代表者交流会」報告について    （特命部長） 

    資料 ３～５／１５頁 

(4) 地域自治の推進に関する請願の採択について          （特命部長） 

    資料 ６～７／１５頁 

(5) 10/27(金)「福祉Ｃ支援事業見直しに向けてのＷＴ会議」について (活動支援局長） 

    資料 ８～１１／１５頁 

(6)「県政１５０周年記念県民連携事業助成金」募集について       （会長） 

    資料 １２～１３／１５頁 

(7) 12/23(土･祝)「第１３回宝塚ハーフマラソン大会」従事ボランティアについて (会長) 

    １名：千秋逆瀬川マンション自治会 

(8)「小学校体育施設開放事業」に関する今後の運用について       （会長） 

    資料 １４～１５／１５頁 

(9) 1/1 付発行の「ゆずり葉だより」新春第９０号について      (事務局長） 

    引き取り⇒12/17(日)午前 10～11 時……(12/13(水)午前には用意しています) 

 議  案 

  (1) テーマ「お互いさまがあふれるまちづくり」事業の推進について   (実行委員長) 

    事業概要：逆瀬台地域の魅力ある公園の創造とロードマップを活用した地域創生事業 

  (2) 平成３０年度会長の選出について                  （会長） 

 その他事項について 
以  上 

逆瀬台小学校区まちづくり協議会
「ゆずり葉コミュニティ」

会長 中 村 一 雄  
TEL ７２－５６４４ 

平成２９年１１月２３日 



平成２９年１０月１日 

逆瀬台小学校区まちづくり協議会 

「ゆずり葉コミュニテイ」 

会長 中村一雄 

書記 高崎恒子 

 

「平成２９年１０月度役員会」議事録 

日時    平成２９年１０月１日（日） 11：45～12：50 

場所    ゆずり葉コミュニテイルーム 

出席者   議決権者  中村、石谷、大澤、佐野、古泉、小畠、光村、大森、遠藤、柳瀬、 

平塚、外山、木下、原、本行 

      非議決権者 井箟、高崎、山川、坂井、千秋、西澤          （２１名） 

行政・社協 中出室長、藤田、杉浦、永野、牟田局長、山本課長、大関   (７名) 

                                 (２８名) 

 ＜ 議題 ＞ 

報告 

（1）10/1(日)、「逆小校区福祉ネットワーク会議」を役員会開催の前に実施。詳細別途。 

 (2) 8/6(日)、８月度役員会議事録について 

中村会長から、上記議事録については資料 2～3／13 頁に記載の通りであるが、特に、報告事項

で「まちづくり協議会代表者交流会設置要綱」の中で交流会出席者の但し書きが削除され、特命

部長から会長の出席が必要となった。また、議案の中で「宝塚第 2地区防災会」は、ゆずり葉コ

ミュニティとは別組織であることを再確認することで了承された。 

（3）9/13(水)、「まちづくり協議会代表者交流会」の報告について 

中村会長から、上記議事録については資料 4～7/13 頁に記載の通りであるが、注意すべき項目

について、地域ごとのまちづくり計画の見直しをこれから実施するが、コンサルが決まり支援

内容を示すとのことである。また、「市民と市長のテーブルトーク」について来年 2月頃西山コ

ミュニティと合同で行うが、要望事項の提案を検討することになった。などが報告され了承。 

(4) 9/24(日)、ＦＭ宝塚開局１７周年記念特別番組の出演について 

ＦＭ番組「たからづかブリーズサンデー」において、裏山ハイキングについてエイジフレンド

リーシティ施策の実行の様子を会長が電話で生中継。 

(5) 10/27(金)、福祉Ｃ支援事業「ワーキングチーム」会議について 

   石谷事務局長と古泉活動支援局長が出席する。 

(6) 12/6(水)、まち協ワークショップ開催（２名参加）について 

   中村会長と古泉活動支援局長が出席する。 

(7)「ゆずり葉だより」1/1 付発行の新春第９０号について 

石谷事務局長から、原稿締め切りが 11/16(木)である事と、同号の引取りが 12/18（日）10 時

～11 時 となる旨の説明があり、了承された。 

(8) 9/1(金)、第３地区提出「地域自治の推進に関する請願」について 

   中村会長から、資料 8～9/13 頁に記載の通りと報告され了承。 

議案 

(1) 10/1(日)、「公園リノベーション事業」実行委員会開催について 

   石谷実行委員会委員長から資料 10～13 頁により、概要、事業予定、予算の説明。意見付承認。 

                                          以上 

１／１５頁 



平成２９年１０月１日 

逆瀬台小学校区まちづくり協議会 

「ゆずり葉コミュニテイ」 

会長 中村一雄 

書記 高崎恒子 

 

 

逆小校区「福祉ネットワーク会議」会議録 

 

日 時 ： 平成２９年１０月１日 10：00～11：45 

場 所 ： ゆずり葉コミュニテイルーム 

出席者 ： 議決権者  中村、石谷、大澤、佐野、古泉、小畠、光村、大森、遠藤、柳瀬、平塚、

外山、木下、原、本行 

      非議決権者 井箟、高崎、山川、坂井、千秋、西澤、浅井、菅原、金井、前田、村田、 

長谷川、政清、赤坂、篠原、松永、徳田、百瀬、山崎 

      行政  健康福祉・中出室長、逆小・高木校長、市民協働・藤田、住まい政策・杉浦、

資産税・永野 

      社協  牟田局長、山本課長、大関 

事業者 エデン・溝口園長、デイ・長井所長、吉田、栄光園・赤井園長、包括・中原所

長、大浦                         （４８名） 

 

内 容 

１．紹介 中村会長から、会議に先立ち行政、社協と事業者の紹介を行い住民については後で行い質

問時に自己紹介することにし時間の都合により省略。 

２．挨拶 中村会長から、「福祉ネットワーク会議」の開催に当たり、会議の目的などの挨拶を行い

１９団体の４８名が参加した。 

３．講話テーマ  ①「エイジフレンドリーシティ宝塚」について⇒中出室長と 

         ② 社協「第６次地域福祉推進計画」について⇒山本課長により説明。 

         ③ 講話２件の説明後、「ゆずり葉だより」夏８８号と秋８９号により講話内容に

関連して、当会事例について中村会長から説明。 

４．１時間のフリートークで出た主な意見 

①「子育てサロン」を発展させるため「きずなの家」を作りたい。子ども、小学生、老人がゆっ

くり出来る居場所で市内に８箇所あるようで何とか行政の支援が欲しい。 

②一般の自動車に同乗させて頂き活用を図ることに「ライドヘアー」制度によってお互いさまの

街づくりを図りたい。超便利なスマホを活用して位置指定などを行い乗用車に同乗させても

らい個人が少しお金を出してその制度を発展させたい。 

③前項のスマホを老人を始め皆が自由に使えるように、「スマホ教室」を開設して技術を取得したい。 

④逆瀬台地域は坂が多くバス、足の確保が大事である。カーボランティアでは制度的に困難で住

民が動けるサービス、物を動かす民間事業者の制度が必要。行政、社協の援助を願う。 

⑤高齢化に伴い坂が多く住みにくくなっている。１５％の空き家、小学校の生徒が２７０名と減少

化が進んでいる。これらを有効活用して、高齢者と子供たちの居場所づくりの工夫が大切である。 

⑥逆瀬台小学校は、「ゆずりは会」と言う公称が使われているが、保護者会の名称が入らなけれ

ば分からない。 
以上 

２／１５頁 



平成２９年度 第３回まちづくり協議会代表者交流会 
 

日時：平成２９年１１月８日（水）１４時～１６時 

                      場所： 市役所３階３－３会議室 

                             

１．まちづくり協議会代表者交流会（ワークショップ）の開催について（2０分） 

 

２．地域ごとのまちづくり計画見直し支援について（6０分） 

  ＜事務局及び支援事業者「関西総合研究所・ＯＭ環境計画研究所共同企業体」説明＞ 

 

３．地域自治の推進に関する請願の採択について（10 分） 

 

４．事務局からのお知らせ（１５分） 

①ＦM宝塚出演予定 

平成２９年１１月２１日（火）宝塚市西谷地区まちづくり協議会 

   平成２９年１１月２９日（水）宝塚市長尾台小学校区まちづくり協議会 

②「市民と市長のテーブルトーク」について 

③「男女共同参画の視点から考える防災セミナー」について（人権男女共同参画課） 

④県政 150 周年記念県民連携事業募集（助成金）について（兵庫県阪神北県民局） 

⑤阪神シニアカレッジ平成 30 年 4 月入学生募集案内について（阪神シニアカレッジ） 

⑥宝同協だより「芽生え」第１４号の発刊について 

（宝塚市人権・同和教育協議会） 

 

５．第 13 回宝塚ハーフマラソン大会従事ボランティアについての依頼 

（スポーツ振興課）（５分） 

 

６．その他 

 

７．今後の日程 
  平成２９年度第４回： 平成２９年１２月６日（水）９時３０分～１２時 

（ワークショップ）             場所：市役所３階 大会議室 
                       

平成２９年度第５回： 平成３０年１月１０日（水）１４時～１６時  
                          場所：市役所３階 ３－３会議室 

※基本は第２水曜日 
≪配布資料≫ 
・まちづくり協議会代表者交流会(ワークショップ)の開催について(ご案内) 

・地域ごとのまちづくり計画見直し支援に関する資料一式 
・災害時に誰もが困らないために！地域防災を考える 

・県政 150 周年記念県民連携事業募集 

・阪神シニアカレッジ平成 30 年 4 月入学生募集案内 

・宝同協だより「芽生え」第１４号の発刊について３ 

３／１５頁 
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宝塚市まちづくり協議会代表者交流会（平成２９年度・第３回）報告 
 

日  時  平成２９年１１月８日（水）１４：００～１６：００ 

場  所  市役所３階 ３－３会議室 

 

出席者   まちづくり協議会（１９）欠席（１） 

市民交流部 中西 

市民交流部 きずなづくり室 古家 

きずなづくり室地域自治推進担当 新城 

市民協働推進課 吉岡、山田、大崎、新元、藤田勝己、 

藤田敏明、藤田勝治、久根 

議事概要（要旨）  

１．まちづくり協議会代表者交流会（ワークショップ）の開催について 

○ワークショップについて、内容（テーマ）等の詳細を話し合った。 

 決定した事項は以下のとおり。 

① 内容（テーマ） 

「次世代の育成」、「自治会とコミュニティ」の２つのテーマを設定する。まちづくり協議会

を住民に周知する方法については、新たなテーマとせず、班ごとで話し合う。当日、話し

合いたいテーマを選択しワークショップを行う。 

  ②時期 

   平成２９年１２月６日（水）９時半～１２時 場所：市役所３階大会議室 

③その他 

   ・班ごとでシートを用いて自己紹介を行う。次回（1月 10 日（水））の宝塚市まちづくり協議

会代表者交流会で、ワークショップで作成した自己紹介シートを配る。 

   ・ファシリテーターの、コミュニティ西山の久保田会長は全体進行を行う。 

   ・社会福祉協議会よりワークショップに参加したい旨があった。 

    →まちづくり協議会より了承を頂く。 

２. 地域ごとのまちづくり計画の見直し支援について 

○事務局より、「宝塚市住民自治組織支援業務委託」公募型プロポーザルで関西総合研究所・Ｏ

Ｍ環境計画研究所共同企業体に決定したことを報告。事業者より挨拶があった。 
   資料に沿って市より説明を行った。 

   （説明概要） 

   ・各まちづくり協議会の担当者と1回目のお伺い日時予定調整 

    伺う日程・時間については、各まちづくり協議会のご都合に合わせていただく。 

   ・現行の地域ごとのまちづくり計画の進捗状況の確認 

    チェックシートの項目については、1回目の伺い日までに事業者が入力を行う。 

    確認を通して、計画を知ってもらえる機会になると考えている。 

・まちづくり計画見直しガイドラインの作成 

    まちづくり計画の作成マニュアルとして作成をしている。平成３０年１～２月頃にガイド

ラインに対する意見を伺う予定。 

   ・基礎的な資料「地域カルテの作成」 

    地域カルテ（例）に記入されている６５歳以上については、現在５歳区切りで作成中であ

る。１２月末頃に提供させていただくので、意見があれば連絡を頂きたい。 

   ・平成２９年度のスケジュール概要 

    平成３０年では、地域の方の意見を吸い上げる取り組みを行う。３１年度にはまちづくり

計画の完成を目指す。 

   出た意見としては以下の通り。 

   ・見直したまちづくり見直し計画の内容は、第６次総合計画に組み込まれるのか。 

    →まちづくり計画の作成と並行しながら、第６次総合計画を作成する。まちづくり計 

     画の一遍となるよう目指していくが、庁内の合意は得ていない状況である。 

３. 地域自治の推進に関する請願の採択について 

 

 
４／１５頁 



○平成２９年９月１日付で、宝塚小学校区まちづくり協議会と、宝すみれ自治会連絡会の連盟

により請願が提出された。その後、９月１２日の文教生活常任委員会の審査において全員可

決、のち１０月６日市議会本会議で採択された請願内容について、資料を用いて、事務局よ

り説明を行った。 

（資料の概要） 

・自治会連合会から脱退した１２自治会が公平で民主的に運営可能な組織として「宝すみれ自

治会連絡会」を結成。 

  ・宝塚小学校区まちづくり協議会すべての自治会と連携を強化し、公平で民主的な明るい地域

自治を行い住民と宝塚市から信頼される地域自治のモデルケースとして取り組む。 

市の対応としては以下の通り。 

・５次総合計画後期基本計画の、住民自治の確立に向けての取り組みにおいて、まちづく 

 り協議会と自治会との連携促進を掲げて取り組んでいる。また住民自治組織のあり方に 

 関する調査専門委員会からの報告書、関係団体からの意見を踏まえ、平成２９年１月に 

 地域自治の推進に向けての今後の取組を決定した。 

４. 事務局からのお知らせ 

①ＦＭ宝塚出演予定 

平成２９年１１月２１日（火）宝塚市西谷地区まちづくり協議会 

平成２９年１１月２９日（水）宝塚市長尾台小学校区まちづくり協議会 

②「市民と市長のテーブルトーク」について 

  １２月１７日（日）宝塚第一小学校 視聴覚室 

宝塚第一小学校区まちづくり協議会、宝塚市末広小学校地域まちづくり協議会のエリアで行

うが全市から参加可能 

テーマ：エイジフレンドリーシティ「お互いさまがあふれるまち宝塚」。 

現在チラシを作成中。完成次第お渡しをする。 

③災害時に誰もが困らないために！地域防災を考える 

 地域防災に関する講演とワークショップがある旨を、事務局よりご連絡を行った。 

④県政150周年記念県民連携事業募集（助成金）について 

 現在募集が足りていない状況であることをお伝えした。内容をご確認いただき、申請される

かを考えて頂きたい旨を、事務局よりご連絡を行った。 

⑤阪神シニアカレッジ平成30年4月入学生募集案内について 

 阪神シニアカレッジより情報提供があったことをお伝えした。 

⑥宝同協だより「芽生え」第１４号の発刊について 

 情報提供があることのご案内を行った。 

５．第１３回宝塚ハーフマラソン大会従事ボランティアについての依頼 

  スポーツ振興課より、１２月２３日開催にあたって、３９名のボランティアの依頼お願いがあ

った。（すでに各まちづくり協議会に依頼をさせていただいている。） 

６. 市民活動団体向け自主財源の作り方講座のお知らせ 

  宝塚ＮＰＯセンター馬越氏より、地域住民とともに主体的にまちづくりを進めていくため 

の取り組み等、また自主財源の作り方に関する講演についてご案内を行った。（詳細は、 

別紙資料を参照） 

  自主財源の例として、小浜小学校区まちづくり協議会からお話があった。行事開催の際には、

自主財源を使って有償ボランティアの募集を行う。ボランティアを通して、まちづくり協議会

を周知につなげていることを伺った。 

７. その他 

  ○「２. 地域ごとのまちづくり計画の見直し支援について」で述べた、各まちづくり協議会に

事業者がお伺いする日時を伺った。 

８. 今後の日程 

    ●平成２９年度第４回：平成２９年１２月６日（水）９時３０分～１２時 

   （ワークショップ）               場所：市役所３階 大会議室 

  ●平成２９年度第５回：平成３０年１月１０日（水）１４時～１６時 

                           場所：市役所３階 ３－３会議室 
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福祉コミュニティ支援事業見直しに向けての意見交換会 

及び第６次地域福祉推進計画説明会まとめ（H29.7.24 実施） 

 

１ 福祉コミュニティ支援事業の見直しが必要な理由と見直し案について 

（１）内容がわかりにくい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ネットワーク会議の内容が基本活動と同様になっている場合がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題 

・三段階のどの分野に入る活動なのかわかりにくい。 

・申請書等の手続きがもっと簡単になれば、負担が減る。 

・地域に期待することが大きくなるという見通しを（社協が）語られているが、どのようなこと

をどの程度まで期待するかについてはっきりしない。もう少し具体的に表現して欲しい。 

見直し案 

【基本活動】のメニューと【ステップアップ活動】のメニューを整理 

・従前からの基本活動のメニューである、①「知る・学ぶ・伝える」ための活動、②「ふれあ

う・交流する」ための活動に加えて、③「見守る・予防する」ための活動、④「人材を育てる」た

めの活動を基本活動のメニューとする。（③④は、従前はステップアップ活動のメニュー） 

課題 

・ネットワーク会議は、多様な住民団体と専門職による課題共有と解決に向けた話し合いの場と

位置づけているが、講演会や学習会と同様の内容となっている場合がある。 

見直し案 

【ステップアップ活動】を「協議する・連携する」ための活動のみにする。 

・従前「協議する・連携する」ための活動の必須活動であった、①地域福祉ネットワーク会議に

加えて、②福祉について話し合う場：年３回以上の福祉部会等の開催（ネットワーク会議につい

ての事前打合せや今後の活動について協議する場）を新規で追加する。 

・ネットワーク会議の要件を下記の通りとし、明確化する。 

＊範囲：まちづくり協議会のエリア 

＊内容：地域の支え合いについて、話し合い、情報共有ができるテーブルづくり 

＊回数：年３回以上 

＊メンバー：地域で生活支援を行っている活動者を含む 
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（３）時代、実際の活動と要綱が合っていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）財源の減少 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題 

下記のような取り組みが支援対象として明記されていない。 

・地域課題の早期発見、早期対応を目指した、より身近な地域での相談窓口 

・要支援者の安否確認、避難誘導のための把握活動である、災害時要援護者支援活動 

・まち協と地域内のボランティアグループや地域活動団体が協働して取り組む活動も増えてい

る。（地域内の活動団体の多様化） 

見直し案 

【重点活動】の内容を明確化する。下記の（１）と（２）を対象の活動とする。 

（１）福祉のまちづくり計画の見直し 

・まちづくり計画の内、福祉に関する部分についての定期的な見直し 

（２）「支えあう」ための活動（以下の項目の内、２項目以上の活動） 

●週１回以上の日常生活支援活動 

①家事援助・生活支援（週１回以上の調整機能がある。） 

②外出支援（週１回以上の調整機能がある。） 

③放課後の子どもの居場所づくり 

（放課後遊ぼう会、子ども食堂等） 

④当事者の居場所づくり 

（ふれあいいきいきサロン、子育てサロン等） 

⑤子どもの学習支援 

⑥相談窓口 

●災害時要援護者支援 

⑦要援護者の把握。（年１回以上の更新の仕組みがあるもの。） 

課題 

財源となる社協会費が年々減少している。 

・平成１４年度 ￥17,212,586 ⇒ 平成２８年度 ￥11,458,111 約３３％減 

見直し案 

上限額に要件を設ける。 

・各まちづくり協議会範域内自治会、および民生児童委員を通じてご協力いただいた、前年度の社協会

費実績額を上限とする。（オプション活動を除く） 
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２ グループに分かれて意見交換 

＊テーマ：福祉コミュニティ支援事業見直しについて（５つのグループに分かれて意見交換） 

＊意見交換・アンケートでいただいた主なご意見 

（１）地域性について 

・市内一律、共通事業にするのは難しいのでは。 

（２）活動区分について 

・違いがわかりにくい。明確さが欲しい。 

・活動の位置づけ。もっとざっくりしていてもいいのでは。 

・活動はまじめだけではなく、楽しみが必要。→その枠組み。 

・活動を枠にはめるのは違うと思う。 

・そもそも３段階にする必要があるのか？ 

・社協は活動のステップアップを言うが、ボランティアをする側の負担が増えないで活動を続けられ

ることが大事だと思う。 

・課題解決のために活動をしている。そのための資金が必要。社協の枠組みに入れ込む作業はまちが

いではないか。 

（３）活動内容について 

・これだけ多くの福祉の問題を効果的に取り組むために、社協で重点課題を出して欲しい。 

・交流は、コミュニティでは広いと感じる。 

・施設の管理に費用も手間もかかる。コミュニティ支援事業の助成金は使えるのか。 

・災害時要援護者の名簿はコミュニティで保管しても活用できない。 

・災害時だけではなく、全員が近くの人を助けるべき。コミュニティでは広い。 

・地域の成果を誰がどう評価してゆくのか。 

（４）ネットワーク会議について 

①回数について 

・ネットワーク会議３回は多い。テーマがない。何を話せば良いのか。 

・ネットワーク会議。話し合うべきことがある時にすべき。回数の問題ではない。 

・ネットワーク会議について、同じテーマで３回話し合うことで意味がある。ホップ→ステップ→ジャンプ。 

②内容について 

・すでに年３回行っているが、あり方については疑問がある。（内容がこれで良いのか？） 

・エリアの広さによってネットワーク会議の方法も変わるのでは？ 

・ネットワーク会議。３回―行うたびに違うテーマにすると課題を出すだけで終わる。現状把握→活

動→振り返り。年ごとにテーマを決めると良いのでは？ 

・ネットワーク会議で世代ごとの集まりができないか。 

・意義が共有できない。 

・ネットワーク会議は福祉だけではないはず。 

③他の会議との関係について 

・同様の会議がたくさんある。整理が必要では？ 

・まち協の他の会議をネットワーク会議に位置づけられないか。 
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④次の活動への展開について 

・意見交換はできるが、次の活動につなげるためのマンパワーがない。 

・助け合いの仕組み作り検討中。 

・課題解決型になってきている。 

（５）他団体との連携について 

・人材育成。ＰＴＡとの連携を行っている。→行事でのつながり。 

・重点活動。既存の団体が行っているものを位置づけられるのかどうか。 

・企業の巻き込み方をどうするのか。 

（６）助成金について 

・助成金の算出方法が今までわからなかった。 

・助成額をアップしてもらいたい。（お金と事業） 

・予算的に現状維持が精一杯。 

（７）人材育成・人材不足について 

・課題解決には人手がいる。 

・プラス１を言い出すと自分の負担が増える。 

・リーダーの仕事が多い。特に会計のボランティアが集まらない。 

（８）活動拠点について 

・活動をしようとしてもバリアフリーの拠点がないので難しい。 

（９）社協会費について 

・マンション、若い世代、自治会加入少なく社協会費集まりにくい。 

・社協会費のＰＲ不足。使い道が不明瞭。 

・社協の会費が地域に反映していることをもっとわかってもらいたい。 

・会費を自治会以外からも集めるべき。 

（１０）障がい者等当事者への関わりについて 

・障がいの方について。施設からも意見、関わりを。→まち協会長にどんどん意見、問題点を届ける

機会、場を。 

・ひきこもりの人たちのアプローチはどうしたら良いか。 

・外国人も増えてきた。その支援も必要。 

（１１）自治会との関わりについて 

・自治会がない地域との関わりについて課題。 

・まち協として自治会活動の底上げ。 

・各自治会の福祉に対する思い、つかめていない。 

・自治会内での取り組みが把握できない。 

・コミュニティの活動に協力してくれないことがある。（自治会と協働できたら） 

（１２）提出書類について 

・提出書類負担（助成金の） 

・コミュニティ支援事業の為だけの決算報告は不要。市に出すものと一緒でいい。 

（１３）まち協への支援について 

・まち協の役割について、公的支援（バックアップ体制）をしっかりして欲しい。 
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